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研究成果の概要（和文）：第二次世界大戦終了後、欧米諸国は、総力戦に協力した国民に対する対価として福祉を提供
し、福祉国家としての道を歩み始めた。その一方、日本では1920年代以降、1950年代まで、国民の生活に負担をかける
形での国家構想が練られつづけ、その負担に耐えうる生活の建築をめざす生活改善運動や新生活運動の呼びかけがなさ
れた。上記の問題関心のもと、本研究では、東アジアを対象とする研究者との共同研究体制を構築し、生活の運動にみ
られる近代日本の特質を解明した。その成果は(1)学会発表5回（うち3回は国際学会、うち1回は2016年度に実施）、(2
)研究書・史料目録3冊、(3)論文1本に表れている。

研究成果の概要（英文）：Various countries of Europe and America offered welfare as a consideration to the 
people who cooperated in a total war after the Second World War. In other words, various countries of 
Europe and America have begun to walk the way as a welfare state.On the other hand the state plan aiming 
at the state stability applied a burden to a national life, and kept being built up until after 1920's 
and 1950's in Japan.Improvement of living movement and new life movement aiming at the living 
construction which can stand up to a burden were appealed. A joint research system with the researcher 
who makes East Asia the subject was built and the characteristic of modern Japan seen by living movement 
was elucidated by this research. The outcome shows in 5 times of academic meeting announcement, 3 study 
note inventories of historical sources and 1 thesis.

研究分野：日本近現代史

キーワード： 新生活運動　東アジア　生活国家

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 1920年代から1960年代前半の日本におい
ては、生活改善がブームとなり、生活改善運
動や新生活運動（以下、「生活運動」と総称。
これはあくまでも本研究成果報告書を作成
するにあたっての便宜的な呼称である）が活
発に展開した。当時「生活」ということばは、
「くらし」の物質的側面（衣食住）だけでは
なく、人間の内面（精神）をも含めて、人々
の「生」をあらわすタームとして用いられて
おり、ブームとなった生活改善においても衣
食住改善（物質面の改善）だけではなく、生
活を合理的に営む思想の醸成（精神面の改
善）が目指された。 
こうした「生活運動」については 1980 年
代に歴史学の研究課題としてとりくまれは
じめて以降、地域の運動事例や運動組織など
が次々と明らかにされ厚みを増している。 
さらに 2010 年代にはいって、研究代表者
は新生活運動協会事務局長を務めた安積得
也の関係文書を全面的に使用した新生活運
動協会論を展開する（松田忍「第 1章 新生
活運動協会―一九四〇年代後半～一九六〇
年代半ば―」および「終章 総括と展望」（大
門正克編、大門正克、松田忍、満薗勇、井内
智子、菊池義輝、鬼嶋淳、瀬川大、久井英輔
著『新生活運動と日本の戦後』日本経済評論
社、2012 年））、1920 年代から 1960 年代前
半の日本において、「生活」が歴史用語とし
て、固有な意味を有したことを示し、「生活」
を基軸にした近現代日本史の理解が可能で
あり、また必要であることを示した（松田忍
「『生活』の時代、その源流」（『日本歴史』
769号、pp27-35、2012年））。 
  
２．研究の目的 
 
 1920年代から 1960年代前半における「生
活」領域は、政治史、経済史、社会史、民衆
史あるいはジェンダー史とも密接に関連す
る分野で展開しており、基本となる史料を共
有するとともに、お互いに研究成果をすり合
わせて、歴史像を構築していく必要がある。 
 その際に、第二次世界大戦をはさむ時期に、
東アジアで同時多発的に生活の運動が立ち
上がってくることを前提として、東アジアに
おける比較研究も必要となろう。 
 以上を踏まえて、しかし実態面の解明は進
む一方で、歴史的な位置づけは未だ共有され
ているとはいいがたい「生活運動」を、一次
史料に立ち返って検討し、日本近現代史に正
確に位置づけるのが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 
研究計画作成当初、研究の具体的な方法と
しては以下の 3点を掲げた。 
１、2012 年度に整理が終了する「安積得也
関係文書」の解読、分析、発表。 

２、沖縄における新生活運動事例の新規発掘
および史料調査。 
３、生活に関する運動についての東アジア研
究者との研究連携体制の構築。 
 
４．研究成果 
 
研究の方法 1の「安積得也関係文書」につ
いては目録および解題を刊行し、さらに重要
資料については翻刻（雑誌論文②③④）、学
会発表（学会発表④）をおこない、研究者と
の情報共有を推し進めた。 
研究の方法 2の眼目は、新規の「生活運動」
事例の発掘・研究であったが、研究期間中に
新興生活運動の機関誌『生活』と出会い、そ
の分析が急務であると思われたため、研究対
象を沖縄の新生活運動から新興生活運動へ
と切りかえ研究を推進した。1930 年代にうま
れた「生活運動」が組織対象と運動の方法を
変化させつつ、戦時期に再編されていくこと
を明らかにすることができ、その成果は図書
①として刊行している。 
最後に研究の方法 3については、韓国・全
北 大 学 を 拠 点 に 活 動 す る Sciences 
Korea(SSK)の共同研究員となり、ハングル語
論文の発表（雑誌論文①および図書②）およ
び 2度の国際学会発表（学会発表③④）をお
こなった。韓国におけるセマウル運動と日本
の「生活運動」の比較検討など多くの議論が
なされている。 
また日本人東アジア研究者である井上和
枝氏（朝鮮史・鹿児島国際大学）、深町英夫
氏（中国史・中央大学）と研究会を開催して、
日中韓における生活運動の比較検討をおこ
ない、その成果を研究代表者が企画したシン
ポジウム（学会発表②）にて学会発表した。 
その内容を紹介する。 
日本でおこなわれた生活運動に刺激を受
けつつ展開した朝鮮での生活運動は戦前・戦
時期にも日本と時期を同じくしつつ、同様の
展開を遂げ、独立が実現した戦後（＝「解放」
後）においても、米軍政の時期などを含め、
異なる政治主体が、人びとを内面から把捉し、
自立心を要請する新生活運動を繰り返し立
ち上げていた。極めて日本と似た展開をたど
ったのだといえよう。 
その一方で、蔣介石政権が推進した国民政
府の新生活運動は、日本の「風俗改良」と似
た人びとの外見的な行動規範の改良にとど
まっており、日本とはやや異なる展開である
ことが、比較研究の成果として明らかになっ
た。 
以上のシンポジウムの準備をめぐって、多
くの研究者と質疑応答を行った結果、新生活
運動は人びとの「生」「生存」に関わる領域
でのエネルギーを根拠とする運動であり、同
じく人びとの「生」「生存」を扱っている「福
祉国家」論研究との関係性を論じることが重
要な論点として明らかになった。特に日韓の
新生活運動の連動性・同時代性が明らかにな



り、本研究期間終了後、さらにパネルディス
カッションで議論を深める予定である（学会
発表①）。 
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